
開 発 行 為 に 伴 う 消 防 水 利 の 協 議 指 導 要 綱  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 都 市 計 画 法 （ 昭 和 ４ ３ 年 法 律 第 １ ０ ０ 号 。 以 下

「 都 計 法 」 と い う 。） 第 ４ 条 第 １ ２ 号 に 規 定 す る 開 発 行 為 （ 以 下 「 開

発 行 為 」 と い う 。） の う ち 、 同 法 第 ３ ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 で い う 消 防 の

用 に 供 す る 貯 水 施 設 （ 以 下 ｢ 消 防 水 利 ｣ と い う 。） に 関 す る 協 議 並 び に

消 防 水 利 の 管 理 、 そ の 帰 属 及 び そ の 他 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 適 用 範 囲 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 は 、 本 市 の 区 域 内 に お い て 行 わ れ る 次 の 開 発 行 為 に つ

い て 適 用 す る 。  

( １ )  都 計 法 第 ２ ９ 条 の 規 定 に 基 づ く 開 発 行 為 （ 自 己 開 発 を 除 く 。）

で 、 許 可 を 要 す る も の 。  

( ２ )  前 号 以 外 の 開 発 行 為 で 、 高 松 市 消 防 局 長 （ 以 下 ｢ 消 防 局 長 ｣ と い

う 。） が 当 該 開 発 区 域 に 消 防 水 利 の 設 置 が 必 要 で あ る と 認 め る も の 。  

（ 消 防 水 利 の 基 準 ）  

第 ３ 条  都 計 法 第 ３ ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 消 防 に 必 要 な 水 利 が 十

分 で な い 場 合 に 設 置 す る 消 防 水 利 は 、 消 防 法 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第   

１ ８ ６ 号 ） 第 ２ ０ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 消 防 水 利 の 基 準 （ 昭 和 ３ ９

年 消 防 告 示 第 ７ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 第 １ 号 か ら 同 条 同 項 第 ３ 号 に 規 定 す

る も の で 、 同 基 準 に 適 合 す る も の と す る 。  

（ 協 議 の 当 事 者 ）  

第 ４ 条  消 防 水 利 に 関 す る 協 議 の 当 事 者 は 、 消 防 局 長 及 び 開 発 行 為 者 と

す る 。  

 



（ 協 議 書 の 提 出 ）  

第 ５ 条  前 条 の 協 議 を 行 お う と す る 者 は 、 高 松 市 開 発 指 導 要 綱 ( 平 成 ４

年 ４ 月 １ 日 施 行 ) に 基 づ く 事 前 指 導 を 受 け た 後 、 協 議 書 ( 様 式 第 １ 号 )

を 消 防 局 長 に 提 出 す る も の と す る 。  

２  消 防 局 長 は 、 前 項 の 協 議 書 を 受 領 し た と き は 、 開 発 協 議 受 理 原 簿  

（ 様 式 第 ２ 号 ） に 記 載 し 、 処 理 経 過 を 明 ら か に し て お く も の と す る 。  

３  第 １ 項 の 協 議 書 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し 、 関 係 図 面 を 添 付 す  

る も の と す る 。  

 ( １ )  開 発 場 所 ・ 名 称  

 ( ２ )  開 発 面 積  

 ( ３ )  そ の 他 必 要 な も の  

（ 協 議 結 果 の 回 答 ）  

第 ６ 条  消 防 局 長 は 、 開 発 行 為 者 か ら 前 条 第 １ 項 の 協 議 書 が 提 出 さ れ た

と き は 、 内 容 を 審 査 の 上 、 協 議 を 実 施 し 、 そ の 結 果 を 協 議 書 （ 様 式 第

１ 号 ） に て 回 答 す る も の と す る 。  

（ 消 防 水 利 ）  

第 ７ 条  第 ２ 条 に 規 定 す る 開 発 行 為 で 、 当 該 開 発 区 域 に 設 置 す る 消 防 水

利 は 、 消 火 栓 及 び 防 火 水 槽 と す る 。  

（ 消 防 水 利 の 設 置 及 び 技 術 基 準 ）  

第 ８ 条  前 条 の 消 防 水 利 の 設 置 技 術 基 準 は 、 別 に 定 め る 。  

（ 消 防 水 利 設 置 届 ）  

第 ９ 条  開 発 行 為 者 は 、 消 防 水 利 を 設 置 し よ う と す る と き に は 、 着 工 の

１ ０ 日 前 ま で に 消 防 水 利 設 置 届 出 書 ( 様 式 第 ３ 号 ) を 消 防 局 長 に 提 出 す

る も の と す る 。  



２  消 防 局 長 は 、 前 項 の 設 置 届 出 書 に 基 づ き 設 置 工 事 等 の 確 認 を し 、 第

１ ２ 条 に 規 定 す る 完 成 検 査 を 補 完 す る た め の 検 査 を 随 時 行 う も の と す

る 。  

（ 消 防 水 利 の 変 更 等 ）  

第 １ ０ 条  消 防 局 長 は 、 開 発 行 為 者 か ら 着 工 前 又 は 着 工 後 に 消 防 水 利 の

位 置 、 構 造 、 仕 様 等 に つ い て 変 更 申 出 が あ っ た 場 合 は 、 そ の 変 更 事 項

に つ い て 必 要 な 指 示 を す る も の と す る 。  

（ 大 規 模 開 発 に 伴 う 消 防 水 利 の 併 設 ）  

第 １ １ 条  大 規 模 の 開 発 行 為 に よ り 、 消 防 水 利 を 設 置 す る 場 合 に お け る

消 火 栓 と 防 火 水 槽 の 設 置 比 率 は 消 火 栓 ４ に 対 し 防 火 水 槽 １ の 割 合 と す

る 。  

（ 完 成 検 査 及 び 記 録 写 真 ）  

第 １ ２ 条  開 発 行 為 者 は 、 消 防 水 利 の 工 事 を 完 了 し た と き は 、 速 や か に

消 防 水 利 （ 消 火 栓 、 防 火 水 槽 ） 完 工 届 （ 様 式 第 ４ 号 ） を 消 防 局 長 に 提

出 す る も の と す る 。  

２  消 防 局 長 は 、 前 項 の 完 工 届 を 受 領 し た と き は 、 工 事 施 工 者 立 会 い の

下 で 、 完 成 検 査 を 実 施 す る も の と す る 。  

３  現 場 打 ち 工 法 に よ り 設 置 す る 防 火 水 槽 に 係 る 第 １ 項 の 完 工 届 に は 、

次 の 工 程 の 工 事 記 録 写 真 を 添 付 す る も の と す る 。  

( １ )  堀 削 完 了  

( ２ )  底 板 配 筋  

( ３ )  側 板 及 び 床 板 配 筋  

( ４ )  型 枠 取 り 外 し 後 の コ ン ク リ ー ト 打 ち  

( ５ )  減 水 調 査 の 記 録  

( ６ )  完 成  

４  ２ 次 製 品 防 火 水 槽 を 設 置 す る 場 合 に お け る 第 １ 項 の 完 工 届 に は 、 次

の 工 程 の 工 事 記 録 写 真 を 添 付 す る も の と す る 。  



( １ )  堀 削 完 了  

( ２ )  底 面 の 基 礎  

( ３ )  据 付 け 完 了  

( ４ )  継 ぎ 目 防 水 工 事  

( ５ )  減 水 調 査 の 記 録  

( ６ )  完 成  

（ 水 張 検 査 及 び 結 果 報 告 ）  

第 １ ３ 条  開 発 行 為 者 は 、 前 条 の 完 成 検 査 に 当 た っ て は 、 事 前 に 水 張 し 、

一 定 期 間 減 水 調 査 を 実 施 し た 上 で 、 消 防 局 長 の 検 査 を 受 け な け れ ば な

ら な い 。  

（ 帰 属 ）  

第 １ ４ 条  開 発 行 為 に よ り 設 置 す る 消 防 水 利 で 、 本 市 に 帰 属 さ せ る も の

は 、 高 松 市 開 発 指 導 要 綱 第 １ １ 条 第 １ 項 を 準 用 す る 。  

（ 帰 属 に 要 す る 書 類 ）  

第 １ ５ 条  消 防 水 利 を 本 市 に 帰 属 さ せ る 場 合 に 要 す る 書 類 等 は 、 高 松 市

寄 附 受 納 に 関 す る 事 務 処 理 要 領 の と お り と す る 。  

２  前 項 の 書 類 等 は 、 正 副 ２ 通 と し 、 消 防 局 消 防 防 災 課 に 提 出 す る も の

と す る 。  

（ 委 任 ）  

第 １ ６ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 は 、 消 防 局 長 が 定

め る 。  

附  則  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ３ 年 １ １ 月 １ ６ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 



様 式 第 １ 号 ( 第 ５ 条 関 係 )  

 年   月  日  

( 宛 先 ) 高 松 市 消 防 局 長  

申 請 者  住 所  

    名 称  

氏 名                                               

都 市 計 画 法 第 ３ ２ 条 に 規 定 す る 公 共 施 設 の 協 議 に つ い て  

下 記 区 域 内 で 開 発 行 為 を す る に 当 た り 、 都 市 計 画 法 第 ３ ２ 条 の 規 定

に 基 づ き 、 関 係 図 書 を 添 え て 協 議 し ま す 。  

 

記  

１  開 発 区 域 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称 及 び 開 発 面 積  

２  公 共 施 設 と な る 区 域 の 地 名 及 び 地 番  

３  公 共 施 設 の 種 類  

４  関 係 図 書  

丈 量 図 、 平 面 図 、 構 造 図 そ の 他  

上 記 の 協 議 結 果 に つ い て は 、 次 の と お り で す 。  

  年  月  日  

※  協 議 内 容  

          指 導 事 項        措 置 状 況  

 

        消 火 栓 ( 要 ・ 不 要)   消 火 栓 ( 有 ・ 無)  

届 第    号    

        防 火 水 槽 ( 要 ・ 不 要)   防 火 水 槽 ( 有 ・ 無)  

１  ※ 欄 は 記 入 し な い こ と 。  



様 式 第 ２ 号 ( 第 ５ 条 関 係 )  

開  発  協  議  受  理  原  簿  

 

番 号  

受 付  

 

月 日  

 

申 請 者  

 

申 請 場 所 

決 裁  

 

月 日  

交 付  

 

月 日  

 

摘 要  

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

 

 

 



様 式 第 ３ 号 ( 第 ９ 条 関 係 )  

消  防  水  利  設  置  届  出  書  

 

  年  月  日  

( 宛 先 ) 高 松 市 消 防 局 長  

             開 発 行 為 者   住 所  

名 称  

                    氏 名  

工  事  施  工  者

( 責  任  者  )  

 

開  発  区  域  

( 設 置 場 所 )  

高 松 市  開 発

面 積  
㎡  

協  議  番  号   年  月  日  届  第  号

工  

事  

内  

容  

種  別  等  

構  造  

( 消 火 栓 )             ㎜     基

( 防 火 水 槽 )            ㎥      基

工 事 期 間  

     

 

 予  定  年  月  日  

( 防 火 水 槽 設 置 届 出 の  

場 合 の み 記 入 )  

堀   削  配   筋  
コ ン ク リ

ー ト 打 ち  

月  日   月  日   月  日  

そ の 他 の 事 項  
 

※

 

受

 

付

 ※

 

経

 

過

 

１  位 置 図 、 構 造 図 等 を 添 付 す る こ と 。  

２  ※ 欄 は 記 入 し な い こ と 。  

３  こ の 届 出 書 は 、 着 工 の １ ０ 日 前 ま で に 消 防 局 消 防 防 災 課 に 提 出 す る

こ と 。  

着 工 予 定  

 年  月  日  

完 工 予 定  

 年  月  日  



様 式 第 ４ 号 ( 第 １ ２ 条 関 係 )  

消 防 水 利 ( 消 火 栓 ) 完 工 届  

年   月   日  

( 宛 先 ) 高 松 市 消 防 局 長  

開 発 行 為 者  住 所  

                  名 称  

                  氏 名  

工 事 施 工 者 
 

開 発 区 域  

( 設 置 場 所 )  

高 松 市  
開 発  

面 積  

 

     ㎡  

協 議 番 号     年   月   日   届  第     号  

工  

事  

内  

容  

着 工 年 月 日     年   月   日  

完 工 年 月 日     年   月   日  

通 水 年 月 日     年   月   日  

配 管 口 径            ㎜       基  

そ の 他 の 事 項  
 

※  

受  

付  

 ※  

経  

過  

 

１  工 事 写 真 及 び 構 造 図 を 添 付 す る こ と 。  

２  ※ 欄 は 記 入 し な い こ と 。  

３  こ の 届 出 は 、 完 成 後 に 消 防 局 消 防 防 災 課 に 提 出 す る こ と 。  

 

 



様 式 第 ４ 号 ( 第 １ ２ 条 関 係 )  

消 防 水 利 ( 防 火 水 槽 ) 完 工 届  

年   月   日  

( 宛 先 ) 高 松 市 消 防 局 長  

開 発 行 為 者  住 所  

                  名 称  

                  氏 名  

工 事 施 工 者 
 

開 発 区 域  

( 設 置 場 所 )  

高 松 市  
開 発  

面 積  

 

     ㎡  

協 議 番 号     年   月   日   届  第     号  

着 工 年 月 日     年   月   日  

く 体 完 成 年 月 日      年   月   日  

水 張 年 月 日     年   月   日  

完 工 検 査 年 月 日  年   月   日  

く 体 寸 法  

( 外 寸 )  

縦        横        深 さ   

※  

受  

付  

 ※  

経  

過  

 

１  工 事 写 真 、 構 造 図 及 び 減 水 調 査 の 記 録 を 添 付 す る こ と 。  

２  ※ 欄 は 記 入 し な い こ と 。  

３  こ の 届 出 は 、 完 成 後 に 消 防 局 消 防 防 災 課 に 提 出 す る こ と 。  

 



開 発 行 為 に 伴 う 消 防 水 利 の 設 置 技 術 基 準  

１  趣 旨  

こ の 基 準 は 、 高 松 市 開 発 指 導 技 術 基 準 第 ５ 消 防 水 利 施 設 の 基 準 に よ

る ほ か 、 開 発 行 為 に 伴 う 消 防 水 利 の 協 議 指 導 要 綱 第 ８ 条 の 規 定 に 基 づ

く 消 防 の 用 に 供 す る 貯 水 施 設 （ 以 下 ｢ 消 防 水 利 ｣ と い う 。）、 消 防 活 動 上

必 要 な 道 路 、 通 路 及 び 空 地 （ 以 下 ｢ 通 路 等 ｣ と い う 。） の 技 術 基 準 に つ

い て 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

２  消 防 水 利 の 設 置 指 導 基 準 及 び 技 術 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。  

( １ )  消 防 水 利 の 設 置 指 導 基 準  

ア  開 発 面 積 が １ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 で ３ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー

ト ル 未 満 の 場 合 は 、 消 火 栓 又 は 防 火 水 槽 を 設 置 す る こ と 。  

イ  開 発 面 積 が ３ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 場 合 は 、 防 火 水 槽 を

設 置 す る こ と 。 た だ し 、 設 置 す る 防 火 水 槽 を 中 心 と し た 次 号 で 定

め る 消 防 水 利 の 配 置 で 示 さ れ た 数 値 を 半 径 と し た 円 が 、 当 該 開 発

区 域 の ９ ０ パ ー セ ン ト 以 上 を 包 含 で き な い 場 合 は 、 追 加 で 消 火 栓

を 設 置 す る こ と 。 な お 、 開 発 区 域 が 大 規 模 で 、 防 火 水 槽 の ほ か に 、

消 火 栓 を ４ 基 配 置 し て も ９ ０ パ ー セ ン ト 以 上 を 包 含 で き な い 場 合

は 、 開 発 行 為 に 伴 う 消 防 水 利 の 協 議 指 導 要 綱 第 １ １ 条 の 規 定 に よ

り 、 さ ら に 追 加 で 防 火 水 槽 を 設 置 す る こ と 。  

ウ  開 発 面 積 が １ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 で 地 階 を 除 く 階 数 が ５

以 上 か つ 延 べ 面 積 が ５ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 建 築 物 又 は 戸

数 が ５ ０ 戸 以 上 の 建 築 物 の 場 合 は 、 防 火 水 槽 を 設 置 す る こ と 。  

エ  公 設 の 消 防 水 利 （ 消 防 水 利 の 設 置 指 導 基 準 に 定 め る 同 一 の 消  

防 水 利 に 限 る 。） を 中 心 と し た 次 号 で 定 め る 消 防 水 利 の 配 置 で 示

さ れ た 数 値 を 半 径 と し た 円 が 、 当 該 開 発 区 域 の ９ ０ パ ー セ ン ト 以

上 を 包 含 し て い る 場 合 は 、 消 防 水 利 を 設 置 し な い こ と が で き る 。  



オ  同 一 事 業 者 が 、 開 発 行 為 を 完 了 し た 区 域 に 隣 接 し て 開 発 行 為 を

行 う 場 合 に 、 同 一 事 業 者 が 開 発 行 為 を 完 了 し た 区 域 に 私 設 の 消 防

水 利 を 設 置 し て い る 場 合 は 、 当 該 私 設 の 消 防 水 利 を 公 設 と し て 設

置 し て い る も の と 同 等 の も の と み な す こ と が で き る 。  

( ２ )  消 防 水 利 の 配 置  

消 防 水 利 は 、 当 該 開 発 区 域 か ら １ つ の 消 防 水 利 に 至 る 距 離 が 、

「 消 防 力 の 整 備 指 針 （ 平 成 １ ２ 年 消 防 庁 告 示 第 １ 号 ） ｣ 第 ２ 条 第 １

号 及 び 同 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 市 街 地 及 び 準 市 街 地 に あ っ て は 、 次 の

表 に 掲 げ る 数 値 以 下 に な る よ う に 配 置 す る こ と 。  

な お 、 そ の 他 の 地 域 に あ っ て は 、 １ ４ ０ メ ー ト ル 以 下 と な る よ う

に 配 置 す る こ と 。  

近 隣 商 業 地 域 、 商 業 地 域 、 工 業 地 域 、 及 び 工

業 専 用 地 域  
１ ０ ０ メ ー ト ル  

そ の 他 の 用 途 地 域 及 び 用 途 地 域 の 定 め ら れ て

い な い 地 域  
１ ２ ０ メ ー ト ル  

( ３ )  消 防 水 利 の 設 置 場 所  

ア  幅 員 ４ メ ー ト ル 以 上 の 道 路 等 に 面 し た 場 所 ( 消 火 栓 は 道 路  

上 ) に 、 設 置 す る も の と す る 。  

イ  消 防 車 が 容 易 に 部 署 で き る こ と 。  

ウ  消 防 車 が 吸 水 す る た め に 停 車 す る 場 所 の 地 盤 面 の 勾 配 は 、 ５

パ ー セ ン ト 以 下 で あ る こ と 。  

( ４ )  消 防 水 利 の 規 格 及 び 構 造  

ア  消 火 栓  

( ア )  取 水 可 能 水 量 が 、 毎 分 １ 立 方 メ ー ト ル 以 上 で 、 か つ 連 続  

４ ０ 分 以 上 の 給 水 能 力 を 有 す る こ と 。  

( イ )  消 火 栓 の 吐 水 口 は 、 口 径 ６ ５ ミ リ メ ー ト ル を 有 す る も の で 、

直 径 が １ ５ ０ ミ リ メ ー ト ル 以 上 の 管 に 取 り 付 け る こ と 。 た だ し 、



管 網 の 一 辺 が １ ８ ０ メ ー ト ル 以 下 と な る よ う に 配 管 さ れ て い る

場 合 は 、 直 径 ７ ５ ミ リ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と が で き る 。  

（ ウ ）  消 火 栓 は 、 原 則 と し て 地 下 式 ・ 単 行 形 と し 、 香 川 県 広

域 水 道 企 業 団 （ 以 下 「 企 業 団 」 と い う 。） の 材 料 規 格 基 準 に

よ る こ と 。  

イ  防 火 水 槽  

( ア )  防 火 水 槽 の 貯 水 容 量 は 、 ４ ０ 立 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ

と 。  

( イ )  防 火 水 槽 は 、 現 場 打 ち 又 は ２ 次 製 品 等 ( 日 本 消 防 設 備 安 全

セ ン タ ー 認 定 品 ) を 使 用 す る こ と 。  

( ウ )  防 火 水 槽 は 、 耐 震 性 ( 震 度 ７ 以 上 ) を 有 す る 地 下 式 有 蓋 で 、

か つ 漏 水 の お そ れ の な い 構 造 で あ る こ と 。 な お 、 公 園 内 に 設 置

す る 場 合 は 、 土 被 り １ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  

( エ )  地 盤 面 か ら 水 槽 の 底 面 ま で の 距 離 が ４ ． ５ メ ー ト ル 以 下

で あ る こ と 。  

( オ )  直 径 ０ ． ６ メ ー ト ル 以 上 の 円 形 吸 管 投 入 孔 を 設 置 す る こ

と 。 な お 、 蓋 は マ ン ホ ー ル 蓋 詳 細 図 ( 別 図 １ ) に よ る こ と 。  

( カ )  吸 管 投 入 孔 の 直 下 の 底 面 に 、 そ の １ 辺 又 は 直 径 が ０ ． ６

メ ー ト ル 以 上 で 、 か つ 深 さ ０ ． ５ メ ー ト ル 以 上 の ス ト レ ー ナ ー

入 れ を 設 け る こ と 。  

( キ )  吸 管 投 入 孔 の 直 下 壁 面 に 、 容 易 に 昇 降 で き る 構 造 の タ  

 ラ ッ プ を 設 け る こ と 。  

( ５ )  標 識  

ア  防 火 水 槽 直 近 に は 、 標 識 ( 別 図 ２ ) を 掲 げ る こ と 。  

イ  標 識 は 、 交 通 、 消 防 活 動 等 に 支 障 が な く 、 か つ 、 確 認 が 容 易  

な 位 置 と す る こ と 。  

( ６ )  関 係 機 関 と の 協 議  



ア  防 火 水 槽 を 、 開 発 区 域 内 の 公 園 等 に 設 置 す る 場 合 で 、 当 該 公 園  

等 が 公 共 施 設 等 と な る も の で あ る と き は 、 設 置 等 に 関 し 関 係 部 局  

と 協 議 す る こ と 。  

イ  消 火 栓 の 設 置 に つ い て は 、 企 業 団 と 協 議 す る こ と 。  

３  消 防 水 利 の 設 置 及 び 維 持 管 理 費 用 は 、 事 業 者 の 負 担 と す る 。  

４  消 防 活 動 上 、 必 要 な 通 路 及 び は し ご 自 動 車 の 活 動 空 間 の 確 保 等 に つ  

い て は 、 次 の と お り と す る 。  

( １ )  開 発 区 域 は 、 消 防 車 等 が 用 意 に 進 入 で き る 道 路 に 接 続 し て い る

こ と 。  

( ２ )  ４ 階 以 上 の 建 物 を 建 築 す る 場 合 は 、 は し ご 自 動 車 等 が 容 易 に 接

近 で き る 通 路 等 を 確 保 す る も の し 、 そ の 位 置 、 幅 員 、 構 造 等 に つ い

て 、 事 前 に 消 防 局 と 協 議 す る こ と 。  

( ３ )  通 路 等 の 上 空 に は 、 消 防 活 動 上 支 障 と な る 工 作 物 、 架 空 電 線 等

を 設 け な い こ と 。  

( ４ )  通 路 等 は 、 ２ ０ ト ン 以 上 の 車 両 重 量 に 耐 え る 堅 固 な 構 造 と す る

こ と 。  

( ５ )  通 路 等 の 路 面 は 、 平 坦 と し 、 縦 勾 配 は ５ パ ー セ ン ト 以 下 と す る

こ と 。  

( ６ )  通 路 等 の 有 効 幅 員 ４ メ ー ト ル 以 上 、 有 効 高 さ ４ メ ー ト ル 以 上 で

あ る こ と 。（ は し ご 自 動 車 の 部 署 時 の 有 効 幅 員 は ６ メ ー ト ル 以 上 必

要 と す る 。）  

( ７ )  通 路 等 と 建 築 物 間 の 距 離 が ９ メ ー ト ル 以 下 と な る よ う に す る こ

と 。  

( ８ )  は し ご 自 動 車 等 が 、 右 折 又 は 左 折 す る た め に 必 要 な 通 路 等 の す

み 切 り は 、 大 型 車 両 の 通 行 に 必 要 な す み 切 り ( 別 図 ３ ) に よ る こ と 。  

附  則  

 こ の 設 置 技 術 基 準 は 、 令 和 ３ 年 １ １ 月 １ ６ 日 か ら 施 行 す る 。  



 ( 別 図 １ )  

マ ン ホ ー ル 蓋 詳 細 図  
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防火水そう   

防火水そう   

 

基 礎  ７ ０ ０   

４ ， ５ ０ ０ 以 上   
２ ， ５ ０ ０ 以 上   

歩 道  

色 彩 ： 文 字 及 び 縁 を 白 色 、 地 を 赤 色 と す る 。  

( 数 字 は 、 ミ リ メ ー ト ル を 示 す 。 )  



 

   

  

５ ７ ６ ８ 
４ ２ ２ 

４ ２ ２ 
 

５ ５ ６ ６ 

 ６ ８ ７ 
７ 

３ １ １ 

３ １ １ 

５ ５ ６ ７ 

 (別図３) 

(数字は、メートルを示す。) 凡例 すみ切りを必要とする部分 

大型車両の通行に必要なすみ切り 

 


